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1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

　６月５日、湯村温泉街で湯村温泉祭りが行われました。華やかな稚児行列や菖蒲が編み
込まれた大綱を引き合う菖蒲綱引きなどが行われ、観光客らでにぎわいました。
　この祭りは 700 年以上続くといわれる伝統行事で、湯村温泉を開いたとされる慈覚大
師への感謝と、子どもたちの健やかな成長を願って行われます。菖蒲綱引きは、五穀豊穣
を願う上組と商売繁盛を祈る下組に分かれて長さ 100 メートルの大綱を引き合い、接戦
の末、上組が 5 年ぶりに勝利しました。

●差別をなくし人権文化をすすめる………… 2 ページ

●中小企業を応援します……………………… 5 ページ

●浜高生がロボカップ世界大会へ………… 10 ページ

●すけっちしんおんせん…………………… 18 ページ

●くらしの情報……………………………… 20 ページ 7
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町政のうごきから

　

本
町
は
、
８
月
を
推
進
強
調
月
間
と
し
て
「
な
く
そ
う
差
別　

守
ろ

う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
街
頭
啓
発
、
人
権

講
演
会
、
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発
、
人
権
学
習
会
な
ど
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
差
別
・
人
権
問
題
を
学
び
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
中
の

偏
見
や
差
別
意
識
を
見
つ
め
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
権
啓

発
推
進
の
取
り
組
み
に
、
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
室
℡
82
‐
３
３
２
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
課
℡
82
‐
５
６
２
９

　

兵
庫
県
は
、
従
来
は
「
差
別
を
な

く
そ
う
県
民
運
動
」
と
し
て
、
現
在

は
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運

動
」
と
改
称
し
て
、
８
月
を
そ
の
推

進
強
調
月
間
と
し
て
人
権
教
育
及
び

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。国
は
、

12
月
４
日
か
ら
10
日
を「
人
権
週
間
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
人
権
に
関
す
る
取
り

組
み
は
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、

新
町
発
足
と
同
時
に
人
権
啓
発
推
進

条
例
を
制
定
し
、
人
権
啓
発
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。
人
権
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
人
権
施
策
推
進
計
画
を
策
定
し

て
人
権
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
思
想
信

条
、
国
籍
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
「
す
べ
て
の
人
が
共
に
生
活
す

る
社
会
が
通
常
の
社
会
」
と
い
う
視

点
に
立
っ
て
、
人
権
意
識
の
高
揚
と

差
別
・
人
権
問
題
の
解
消
に
努
め
、

お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差
別

の
な
い
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
間

と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

８
月
は
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」　

　

町
民
運
動
推
進
強
調
月
間
で
す

      

啓  

発  

活  

動

◎
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発

　

7
月
28
日
（
木
）

　

町
内
の
事
業
所
に
啓
発
の
ぼ
り
の
設

置
、
啓
発
用
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

職
場
で
も
人
権
啓
発
活
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
各
地
区
街
頭
啓
発

　

8
月
1
日
（
月
）

　

各
地
区
推
進
実
行
委
員
会
の
委
員
が

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。
放
送
し
な
が

ら
啓
発
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま

す
。

な
く
そ
う
差
別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀
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町政のうごきから
◇
と
き　

8
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
５
時
～　

※
雨
天
中
止

◇
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
前

◇
内
容

▪
浜
坂
少
年
少
女
音
楽
隊
と
浜
坂
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
浜
坂
北
小
学

校
児
童
の
演
技

▪
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
か
ら
浜
坂
認
定
こ
ど

も
園
ま
で
を
浜
坂
少
年
少
女
音
楽
隊

　
  

た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
・
街
頭
パ
レ
ー
ド

 　

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
～
自
殺
予
防
の
た
め
の
処
方
箋
～
」

　
　
　
　

各
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
の
香
山
リ
カ
さ
ん
が
講
演

◇
と
き　

8
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ　
　

夢
ホ
ー
ル（
入
場
無
料
）

◇
内
容

各 地 区 人 権 学 習 会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆時間　午後 7 時 30 分～ 9 時

地　区 月　日 会　場 テーマ・内容

居　組 8 月 5 日 ( 金）居組地区公民館 ◎いのちと人権
　　～つながるいのちを感じて～
◎人権啓発ドラマ上映とお話

「クリームパン」（36 分）
　失業中の公佑は、自暴自棄な生活を
送るうちに、死のうかと考える。ある日、
隣から怒鳴り声が聞こえ、男の子（武史）
を２階から落とそうとしているところ
を見る。虐待ではないかと心配する珠
子…。
　人と人が出会い、つながっていく「い
のちの物語」が一つのクリームパンか
ら始まります。

三　尾 　6 日 ( 土）御火浦集会所

久斗山 10 日 ( 水）久斗山コミュニ
ティセンター

赤　崎 20 日 ( 土）赤崎地区公民館

久　斗 21 日 ( 日）浜坂東小ミー
ティングルーム

浜　坂 24 日 ( 水）文化会館

大　庭 25 日 ( 木）浜坂南小ふれあ
いルーム

諸　寄 27 日 ( 土）諸寄基幹集落セ
ンター

　※　都合の良い会場にお出かけください。
　※　温泉地域ではふれあい学級として年間を通じて開催しています。
　※　各種ビデオ上映、講師、助言者の派遣、ビデオの貸出等、お気軽にご相談　
　　ください。（無料）
　　　　　　　　　　　　　　　▼問い合わせ　文化会館　℡ 82-3328
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教委分室　℡ 92-1870

　　
　

届
け
よ
う　

「笑
顔
」
と
い
っ
し
ょ
に　

思
い
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
北
小
６
年　

西
村
実
来
さ
ん

　
　

あ
と
一
歩　

ふ
み
だ
す
勇
気　

つ
な
が
る
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
が
丘
中
２
年　

岩
本
真
実
さ
ん

▪
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
優
秀
作
品
表

　

彰
、
パ
ネ
ル
展
示

▪
講
演　
「
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し

　

て
～
自
殺
予
防
の
た
め
の
処
方
箋
～
」

　
　

精
神
科
医
・
立
教
大
学
教
授　
　

　
　
　
　
　
　
　

香
山
リ
カ
さ
ん　

※
講
師
紹
介
※

　

１
９
６
０
年
札
幌
市
生
ま
れ
。
東
京

医
科
大
学
卒
業
。
臨
床
経
験
を
活
か

し
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
社
会
批
評
、
文

化
批
評
な
ど
幅
広
く
活
躍
。
現
代
人

の
〝
心
の
病
〟
に
つ
い
て
の
洞
察
を

続
け
て
い
る
。

と
浜
坂

中
学
校

吹
奏
楽

部
が
演

奏
し
な

が
ら
パ

レ

ー

ド
し
ま

す
。

　
【
平
成
23
年
度
人
権
標
語
優
秀
作
品
】
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地デジ臨時相談コーナー

　デジサポ兵庫では、「地デジ臨時相談コー
ナー」を開設しています。地デジに関するさま
ざまな相談をお受けしますので、お気軽にご利
用ください。
　◆とき　８月 26 日（金）まで
　　　　　　午前 10 時～午後５時
　　　　　※土・日、祝日を除く
　◆ところ　新温泉町役場　１階ロビー

アナログ放送が終了する前日と当日も開設
　◇とき　７月 23 日（土）・24 日（日）
　　　　　　午前 10 時～午後５時
　◇ところ　浜坂多目的集会施設　１階ロビー

低所得世帯へのチューナー等
　　　　　　　無償給付支援

　総務省では、経済的な理由で地デジの準備がで
きない世帯に、簡易なデジタルチューナー等を無
償で給付する支援を行っています。支援を希望さ
れる場合はお急ぎください。詳しくは、総務省地
デジチューナー支援実施センターへお問い合わせ
ください。
※申し込んだ時期により７月 24 日以降の支援と
なる場合がありますのでご了承ください。
▼申込期限　７月 24 日（日）まで（消印有効） 
▼問い合わせ　総務省地デジチューナー支援実施
センター
　ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援は、
　　　　℡０５７０ ‐ ０３３８４０
　市町村民税非課税世帯への支援は、
　　　　℡０５７０ ‐ ０２３７２４

―問い合わせ―
デジサポ兵庫　

℡（０７８）３３０ ‐ ０１０１

２０１１年７月２４日正午　
アナログ放送終了

　

　アナログテレビのまま何もしないと、テレビが視聴でき
なくなります。
　「どうすればいいのかわからない」「地デジの準備をした
けどテレビが映らない」という方は、今すぐデジサポ兵庫（兵
庫県テレビ受信者支援センター）へご相談ください。
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町政のうごきから
◆
助
成
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

①
平
成
23
年
4
月
以
降
に
新
温
泉
町
中

小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
の
融
資

を
受
け
た
方

②
平
成
23
年
3
月
か
ら
24
年
3
月
ま
で

の
間
に
、
連
続
す
る
3
カ
月
の
平
均

売
上
額
が
前
年
同
期
の
月
平
均
売
上

額
に
対
し
て
10
％
以
上
減
少
し
て
い

る
こ
と

※
売
上
減
少
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
に
限
定
し
ま
せ
ん
。

◆
利
子
補
給
の
内
容

①
連
続
す
る
3
カ
月
の
月
平
均
売
上
額

が
、
前
年
同
期
に
比
べ
て
10
％
以
上

減
少
し
て
い
る
と
し
て
町
が
認
定
し

た
期
間
の
初
月
か
ら
、
最
長
２
年
間

の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

②
各
年
度
毎
に
、
事
業
主
が
負
担
し
た

借
入
金
利
息
に
つ
い
て
、
借
入
先
の

 

町
内
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

　
 

新
温
泉
町
中
小
企
業
震
災
対
策
等
特
別
利
子
補
給
制
度
の
ご
案
内

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
に
、
月
の
売
上
が
著
し
く

減
少
し
た
事
業
所
に
つ
い
て
、
町
融
資
制
度
の
利
用
に
伴
う
借
入
利
息
を
町
が

利
子
補
給
し
ま
す
。
こ
の
利
子
補
給
制
度
は
、
売
上
減
少
に
つ
い
て
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
事
業
所
で
あ
れ
ば
、
町
内
す
べ
て
の
業
種
で
利
用
で
き
ま
す
。

金
融
機
関
が
証
明
し
た
額
を
町
が
補

助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

◆
利
子
補
給
の
率

　

融
資
額
の
１
・
５
％
（
た
だ
し
、
町

融
資
制
度
の
融
資
利
率
を
上
回
る
と
き

は
、
融
資
利
率
と
す
る
。）

◆
申
請
手
続
き

①
新
温
泉
町
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

制
度
の
申
し
込
み
を
行
う
際
に
、
利

子
補
給
申
請
書
と
売
上
減
少
届
を
金

融
機
関
へ
提
出
。(

月
毎
の
売
上
額

が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
を
添
付)

②
各
年
度
の
年
度
末
に
、
利
子
支
払
額

証
明
書
を
金
融
機
関
を
経
由
し
て
町

へ
提
出
。（
利
子
支
払
額
証
明
書
の

発
行
は
町
融
資
制
度
の
申
し
込
み
を

受
け
た
金
融
機
関
が
行
い
ま
す
。

―
お
問
い
合
わ
せ
―

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
５

町
内
の
新
規
就
職
者
を
応
援
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
規
学
卒
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
激
励
会
を
開
催

て
、
豊
か
な
自
然
に
ほ
っ
と
し
た
。
食

べ
物
も
お
い
し
い
が
、
若
者
が
息
を
抜

け
る
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
が
ほ
し
い
。」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

新温泉町ワクワク元気券
　　　町内で買い物をして
元気な商店・まちをつくりましょう

　新温泉町商工会がプレミアム付
き「新温泉町ワクワク元気券」を
販売しています。10％お得なう
えに、豪華賞品が当たる合併 1 周
年記念抽選会に応募もできます。
　元気券は、町内取扱店で今年 9
月 30 日（金）までにご利用くだ
さい。
　町は、この事業を応援（補助金
を支出）しています。

　

今
春
、
町
内
に
就
職
し
た
り
、
近
隣

町
に
就
職
さ
れ
た
町
内
在
住
の
35
歳
以

下
の
若
者
を
激
励
す
る「
新
規
学
卒
者
・

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
激
励
会
」
が
6
月
29

日
、
新
温
泉
町
商
工
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
地
元
で
夢
と
希
望
を
持
っ
て
働

き
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
町
と
町
商
工
会
が
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
21

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、子
ど
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
懐
」

代
表
の
高
森
拓
也
さ
ん
が
、
東
北
大
震

災
の
支
援
活
動
を
行
っ
た
経
験
を
も
と

に
講
演
。
そ
の
後
、
未
来
の
夢
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
都
市
部
か
ら
帰
っ

町づくりについての意見を発表する参加者
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６
月
19
日
、
湯
村
温
泉
街
を
舞
台

に
「
第
12
回
全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
５
９
４
人
（
お
に

３
８
１
人
、
隠
れ
人
２
１
３
人
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

か
く
れ
ん
ぼ
大
会
は
「
も
～
い
い

よ
！
」
の
合
図
で
始
ま
り
、
お
に
が
隠

れ
人
を
探
し
て
温
泉
街
を
練
り
歩
き
ま

す
。
お
に
は
隠
れ
人
を
見
つ
け
て
奉
行

所
に
連
れ
て
行
き
、
く
じ
を
引
き
ま

す
。
く
じ
に
は
大
吉
と
末
吉
が
あ
り
、

大
吉
の
場
合
は
お
に
と
隠
れ
人
が
一
緒

に
ゴ
ー
ル
し
て
賞
品
を
も
ら
い
、
末
吉

の
場
合
に
は
お
休
み
処
で
但
馬
牛
の
ス

テ
ー
キ
や
ゆ
で
卵
な
ど
を
食
べ
て
時
間

を
潰
す
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
会
中
は
、
仮
装
を
し
た
ま
ま
足
湯

に
つ
か
る
参
加
者
や
、
音
楽
を
か
け
て

ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
参
加
者
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
温
泉
街
は
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
閉
会
式
で
は
、
地
元
の
特
産
品
や

宿
泊
券
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

す
ば
ら
し
い
仮
装
の
表
彰
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
仮
装
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

第
12
回
全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大
会

　
　
　
　
仮
装
で
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

「もーいいよ」の合図とともにおにがスタート

大吉が出るのをを祈ります

ペナルティは但馬牛のステーキ のんびり足湯につかる参加者

但馬ビーフ目指してクイズに挑戦ペナルティでゆで卵を食べます
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

二
日
市
の
配
水
池
は
地
震
が

起
き
て
も
安
全
か
？

　

二
日
市
の
谷
垣
山
（
標
高
71
ｍ
）

に
あ
る
配
水
池
は
、
設
置
か
ら
37
年

経
過
し
て
老
朽
化
し
て
い
る
。
大
地

震
な
ど
が
起
き
て
崩
壊
し
た
ら
、
大

変
な
事
態
に
な
る
と
思
う
。
昨
今
の

地
震
を
想
定
し
て
、
耐
震
工
事
や
移

転
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

        （
二
日
市　

宇
野
晴
美　

72
歳
）

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
隔
月
（
奇
数

月
）
に
そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で

紹
介
し
ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き

年
２
回
ま
で
、
３
回
目
以
降
は
個
別
に

お
答
え
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た

だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部

修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

二
日
市
配
水
池
に
お
い
て
は
、
ご
質

問
の
と
お
り
昭
和
49
年
に
設
置
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
お
り
、
地
震
に
対
し
て

の
基
準
が
設
置
当
時
か
ら
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
町
で
は
、昨
年
度
、

既
存
の
構
造
物
の
強
度
調
査
を
行
い
、

耐
震
に
か
か
る
改
修
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の

構
造
物
は
健
全
な
状
態
で
、
強
度
上
の

劣
化
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
配
水
池
周
辺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁

壁
に
つ
い
て
も
、
岩
盤
に
支
え
ら
れ
て

お
り
、
現
状
で
は
問
題
な
い
と
の
結
果

で
す
。

　

地
震
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
、

阪
神
大
震
災
に
近
い
震
度
の
地
震
が
起

こ
っ
て
も
、
壁
が
壊
れ
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

た
だ
、
大
地
震
の
時
に
は
底
版
の
強

度
が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
が
基
準

を
下
回
る
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
わ
ず
か
と
は
い
え

基
準
数
値
を
下
回
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
二
日
市
配
水
池
は
本
町

に
お
い
て
極
め
て
重
要
度
の
高
い

基
幹
配
水
池
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
常

時
を
含
め
た
水
供
給
の
安
定
性
と
、
維

持
管
理
性
を
確
保
す
べ
く
、
経
済
性
比

較
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
移
設
を
視
野

に
改
修
計
画
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　
　
　
（
上
下
水
道
課
長　

中
井
孝
吉
）

都
市
計
画
事
業　
　
　

（
北
但
ご
み
処
理
施
設
）　

　

 　

  

認
可
図
書
の
縦
覧

　

兵
庫
県
知
事
か
ら
、
都
市
計
画
事
業

（
北
但
ご
み
処
理
施
設
）
の
認
可
図
書

の
写
し
の
送
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間　

　

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

　

※
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

◆
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

　
　

℡
82
‐
５
６
２
１
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

町政のうごきから
「
新
温
泉
町
総
合
計
画　

　
　
　

   
審
議
会
」
委
員

　

ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の

「
新
温
泉
町
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
審

議
し
、
意
見
を
述
べ
て
い
だ
く
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

①
町
内
に
在
住
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
満
18
歳
（
平
成
23
年
4
月

2
日
現
在
）
の
方

②
原
則
と
し
て
、
平
日
の
昼
間
に
年
３

回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
こ
と

※
本
町
の
審
議
会
等
の
委
員
を
３
以
上

兼
ね
て
い
な
い
方
。
本
町
の
議
会
議

員
、
町
職
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
人
数　

２
名

◆
任
用
期
間   

平
成
23
年
８
月
か
ら
平

　

成
24
年
３
月
31
日
ま
で

◆
謝
金　

規
定
に
よ
り
、
報
酬
と
交
通

　

費
を
支
払
い
ま
す
。

◆
応
募
方
法
・
応
募
期
限

　

①
「
公
募
委
員
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
②
「
新
温
泉
町

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
」

に
つ
い
て
の
意
見
（
８
０
０
字
程

度
）
を
添
え
て
、８
月
４
日
（
木
）

ま
で
に
役
場
企
画
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
公
募
委
員
申
込
書
は
、
役
場
企
画

課
お
よ
び
温
泉
総
合
支
所
振
興
課

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◆
選
考
結
果  

　

8
月
中
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

企
画
課
企
画
政
策
係　

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

「
新
温
泉
町
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
連
絡
協
議
会
」
委
員

　

独
身
男
女
の
出
会
い
を
支
援
す
る
た

め
兵
庫
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
〝
こ
う

の
と
り
大
使
”
と
連
携
し
て
、
本
町

の
婚
活
事
業
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
調

査
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

委員募集

◆
応
募
資
格

①
町
内
に
在
住
し
、
婚
活
事
業
に
ご
理

解
の
あ
る
方
。
年
齢
、
性
別
不
問
。

②
原
則
と
し
て
、
平
日
の
昼
間
に
年
３

回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
こ
と

※
本
町
の
審
議
会
等
の
委
員
を
３
以
上

兼
ね
て
い
な
い
方
。
本
町
の
議
会
議

員
、
町
職
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
募
集
人
数　

３
名   

◆
任
用
期
間　

平
成
23
年
８
月
か
ら
平

　

成
24
年
３
月
31
日
ま
で

◆
謝
金　

規
定
に
よ
り
、
報
酬
と
交
通

　

費
を
支
払
い
ま
す
。

◆
応
募
方
法
・
応
募
期
限

　
「
公
募
委
員
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
８
月
４
日
（
木
）

ま
で
に
役
場
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
公
募
委
員
申
込
書
は
、
役
場
企
画
課

お
よ
び
温
泉
総
合
支
所
振
興
課
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
選
考
方
法

   

応
募
者
が
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合

は
、
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

企
画
課
企
画
政
策
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い
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広報しんおんせん（７月号）

町政のうごきから

  一日も早い復興を願って　東日本大震災

ご支援ありがとうございました
これからもご協力をお願いします
　新温泉町では被災された方々を支援するため、
住民の皆さまや企業から寄せられた義援金の送
金、町職員の派遣を行っています。
　今後も随時、支援を行う予定です。皆さまのご
協力をお願いします。
■義援金　皆様から寄せられた義援金は 489 万
3,577 円に上りました。（6 月 30 日現在）ご協力
ありがとうございました。なお、町内 19 カ所に
設置した募金箱を 6 月 30 日で引き上げました。
今後は、役場総務課と温泉総合支所で受け付けま
す。
■チャリティ事業　浜坂出身の音楽家小倉由貴
子さんらが 6 月 5 日、浜坂北小学校で東日本大
震 災 の 被 災
地 を 支 援
す る チ ャ リ
テ ィ ー コ ン
サ ー ト を 開
催しました。
小 倉 さ ん の
ピアノ演奏のほかヴァイオリンやマリンバとのア
ンサンブルが披露され、参加者全員で「上を向い
て歩こう」などを合唱しました。会場には義援金
箱が設置され、集まった義援金は町に寄託されま
した。
■物産販売　湯村温泉観光協会は被災地を支援す

るため、東北３県の日
本酒や物産の販売を始
めました。荒湯観光セ
ンターでは日本酒を、
リフレッシュパークゆ
むらでは食料品を販売
しています。被災地の
復興には産業の支援も
重要です。ご協力くだ
さい。

　

今
年
も
町
内
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
6
月
18

日
に
は
、
釣
り
客
が
襲
わ
れ
る
事
故
も
起
き
ま
し
た
。
ク
マ
を
集
落
や
農
地
に
寄

せ
つ
け
な
い
よ
う
、
森
林
付
近
で
ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
生
ゴ
ミ
を
屋
外
に
　
　
　
　

　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ゴ
ミ(

特
に
生
ゴ
ミ
入
り
の
も
の)

は
ク
マ
を
誘
引
し
ま
す
。
屋
外
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
の
残
飯
等
は
、
必
ず

屋
内
で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

☆
ヤ
ブ
や
草
む
ら
を
　
　
　

　
　
　
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

　

住
居
や
通
路
周
辺
に
ク
マ
が
ひ
そ
み

や
す
い
ヤ
ブ
や
草
む
ら
が
あ
る
場
合

は
、
で
き
る
限
り
刈
り
取
っ
て
見
通
し

を
よ
く
し
、
出
会
い
頭
の
接
触
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

　

情
報
収
集
が
、
早
期
の
対
策
・
対
応

へ
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。　

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６　

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課　

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

★
山
や
森
林
近
く
の
田
畑
に

　
行
く
と
き
は
必
ず
音
の
出

　
る
も
の
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

山
や
森
林
付
近
の
農
地
に
出
か
け
る

と
き
、
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
必
ず

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
雨
の
日
や
川
沿
い
の
場
所
で

は
、
人
間
の
臭
い
や
物
音
が
ク
マ
に
伝

わ
り
に
く
い
た
め
、
大
き
な
音
を
出
し

て
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

★
人
里
で
も
夕
方
か
ら
早
朝
の

　
外
出
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
予
防
法

ク
マ
を
目
撃
、
痕
跡
を
発
見
し
た
ら

　
　
　

す
ぐ
に
役
場
に
連
絡
を

ク
マ
を
近
づ
け
な
い
た
め
に

　

ク
マ
は
夕
方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
活

発
に
行
動
す
る
た
め
、
人
里
周
辺
に
も

出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
間
帯
は
、
で
き
る
限
り
森
林
近

く
の
農
地
へ
の
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ

い
。
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ぶんちゃんのおはなしポケット
　子どもの読書活動が認められ文部科学大臣賞を受賞

広報しんおんせん（７月号）

H23（2011）.7.14

町政のうごきから
　

中
村
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
プ
ラ
モ

デ
ル
や
ラ
ジ
コ
ン
が
好
き
で
、
小
学
６

年
生
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
科
学
教
室
「
た
ま

ら
っ
く
」
に
通
い
、
中
学
校
３
年
生
か

ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
含
め
て
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、植
田
祐
加
さ
ん
（
舞
鶴
高
専
、

養
父
市
出
身
）
と
チ
ー
ム
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ａ
（
タ
マ
ラ
）」
を
結
成
し
、
自
作

の
ロ
ボ
ッ
ト
で
全
国
大
会
を
制
覇
し
ま

し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
特
長
は
、
ボ
ー
ル

を
捉
え
る
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
で
、
全
国

大
会
で
は
無
敗
の
成
績
。
世
界
大
会
前

 

中
村
祐
太
さ
ん
（
浜
坂
高
等
学
校
３
年
、
前
）　
　

　
　
　

第
15
回
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
で
第
4
位

　

中
村
さ
ん
は
、
７
月
６
日
～
10
日
に
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
に
出
場
。
サ
ッ
カ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ａ
オ
ー
プ
ン
リ
ー
グ

（
各
２
台
の
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
相
手
ゴ
ー
ル
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
て
得
点
を
競

う
競
技
、
18
歳
以
下
の
部
）
で
、
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
健
闘
。
世
界
第
4
位
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

世界大会を前に町長を表敬訪問した中村さん（中央）

に
は
、
シ
ュ
ー
ト
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
、
キ
ッ
カ
ー
と
い
う
装
置
を
新
た

に
装
備
さ
せ
ま
し
た
。

　

世
界
大
会
の
同
種
目
に
は
23
チ
ー
ム

が
出
場
。
パ
ー
ツ
を
交
換
し
合
う
な
ど

外
国
チ
ー
ム
と
も
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

中
村
さ
ん
は
出
発
を
前
に
、「
初
め

て
な
の
で
大
会
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
と

同
時
に
、
世
界
レ
ベ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

研
究
し
た
い
。
先
輩
が
勝
ち
取
っ
た
４

位
を
上
回
る
成
績
を
残
す
よ
う
頑
張
り

ま
す
。」
と
力
強
く
決
意
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　子どもの読書を推進する活動に対して贈られる
「子ども読書活動優秀実践団体文部科学大臣表彰」
をぶんちゃんのおはなしポケット（代表　藤田輝美
さん）が受賞しました。長年の取組みが、子どもた
ちの読書意欲を高め、本に親しむ活動と認められた
ものです。昨年度の浜坂西小学校と加藤文太郎記念
図書館に続く受賞となりました。
　ぶんちゃんのおはなしポケットは平成 9 年に結
成し、現在 22 名のボランティアが活動中。小学校
や認定こども園などに出向いて行う「出張おはなし
会」や、図書館で行う「特別おはなし会」などで絵
本や紙芝居などの読み聞かせを続けています。ブックトークによる本の紹介や人形劇、おとなへの読み聞
かせの指導など幅広く活動し、年間 6000 人を超える人たちに本の素晴らしさ、読み聞かせの大切さを伝
えています。藤田代表は「絵本やお話の楽しさを子どもたちに伝えたいと活動を始めてはや 12 年。今回
の表彰は続けてきたことへのご褒美と受け止め、今後も精進して、本の素晴らしさを伝える活動をしてい
きたい。」と喜びと今後の抱負を語っていました。

笑顔で本の楽しさを紹介するぶんちゃんの
おはなしポケットのメンバー



11 広報しんおんせん（７月号）

H23（2011）.7.14

町政のうごきから
西
岡
安
雄
さ
ん

　

新
温
泉
町
消
防
団
団
長　

居
組

昭
和
44
年
、
22
歳
の
時
に
浜
坂
町
消

防
団
に
入
団
。
浜
坂
町
漁
業
協
同
組
合

に
勤
務
し
な
が
ら
、
班
長
、
分
団
長
、

副
団
長
を
歴
任
。
合
併
後
は
支
団
長
、

平
成
20
年
か
ら
は
団
長
と
し
て
21
支

団
、
７
５
０
人
を
ま
と
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
元
年
の
公
立
浜
坂
病
院
が

浸
水
し
た
台
風
19
号
災
害
、
地
元
で
は

６
棟
焼
失
の
火
災
や
穴
見
海
岸
の
大
崩

落
な
ど
大
き
な
災
害
も
経
験
。現
在
も
、

災
害
時
に
は
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ

け
、陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
訓
練
な
く
し
て
は
現
場
で
は
活
か

せ
な
い
。」
西
岡
さ
ん
は
団
員
に
訓
練

の
重
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。「
住
民

 

春
の
褒
章
　
藍
綬

も
防
災
意
識
が
大
切
。
自
主
防
災
組
織

の
拡
大
、
住
民
向
け
の
訓
練
に
も
協
力

し
た
い
。
訓
練
は
無
駄
に
な
ら
な
い
。」

と
訓
練
や
防
災
対
策
の
大
切
さ
を
説
く

言
葉
に
力
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
「
夢
千
代
日
記
」
の
放
映
後
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
新
商
品「
夢
千
代
」

を
登
録
。
地
元
の
人
や
観
光
客
に
喜
ん

で
も
ら
っ
た
時
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
な

い
そ
う
で
す
。「
昭
和
30
年
代
の
温
泉

街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
。
和

菓
子
づ
く
り
を
通
じ
て
、
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
。」
と
菓
子

づ
く
り
へ
の
熱
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

北
村
譲
次
さ
ん

　

き
た
よ
ね
や
社
長　

湯

高
校
卒
業
後
、家
業
の
和
菓
子
店「
き

た
よ
ね
や
」
に
入
っ
て
50
年
余
り
。
老

舗
の
３
代
目
と
し
て
伝
統
の
味
を
守
り

な
が
ら
、
湯
村
温
泉
に
ち
な
ん
だ
新
商

品
を
考
案
し
、
観
光
振
興
に
も
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。昨
年
９
月
ま
で
の
10
年
間
、

温
泉
町
商
工
会
長
を
務
め
、
空
き
店
舗

を
利
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
荒
湯

天
狗
祭
り
の
開
催
な
ど
商
工
業
の
発
展

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 

春
の
褒
章
　
黄
綬

 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲  

瑞
宝
単
光
章

福
井
義
興
さ
ん

　

元
兵
庫
県
警
警
視　

湯

家
業
に
従
事
し
た
後
、
昭
和
40
年
に

26
歳
で
任
官
。34
年
間
に
わ
た
り
但
馬
、

丹
波
管
内
で
警
務
課
や
地
域
課
の
職
務

に
あ
た
り
、
旧
柏
原
署
や
豊
岡
署
で
は

地
域
課
長
と
し
て
40
人
を
超
え
る
部
下

を
指
揮
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
交
番
や

駐
在
所
、
パ
ト
カ
ー
な
ど
を
ま
と
め
る

任
務
で
、
住
民
に
と
っ
て
一
番
身
近
で

頼
り
に
さ
れ
る
職
場
で
す
。
常
に
危
険

を
伴
う
た
め
、
家
族
に
は
「
何
が
あ
っ

て
も
動
揺
し
な
い
こ
と
。
覚
悟
し
て
お

く
よ
う
に
」
と
伝
え
お
り
、
ご
自
身
も

緊
張
の
連
続
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

福
井
さ
ん
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

悪
用
す
る
な
ど
犯
罪
が
進
化
し
て
お

り
、
ま
す
ま
す
大
変
な
時
代
。
健
康
を

第
一
に
考
え
、
住
民
の
安
全
の
た
め
、

職
務
に
精
励
し
て
ほ
し
い
。」
と
後
輩

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲  

瑞
宝
単
光
章

　

小
川　

哲
さ
ん

　
　

   

元
３
等
海
尉　

千
原

 

春
の
叙
勲  

旭
日
双
光
章

　

谷
田
明
義
さ
ん

　
　

元
浜
坂
町
議
会
議
員 

三
谷

春
の
褒
章
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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H23（2011）.7.14

広報しんおんせん（７月号）

百

寿　
　
　
　
　
　
　

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

6
月
28
日
、
田
井
の
二
階
堂
承
譓
さ

ん
、
7
月
1
日
に
は
岸
田
の
山
村
き
く

さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
町
長
が
お
祝
い
の
額
を
贈
り
、

家
族
の
皆
さ
ん
と
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

家族でお祝い　二階堂さんお祝いの記念撮影　山村さん

　　　     浜坂先人記念館　特別企画展

 宇野雪村生誕 100 年記念展　“ふるさと讃語”
　　　　　　雪村作品の情報提供をお願いします

　郷土の先人宇野雪村の生誕 100 年を迎えるにあたり、特別企画展『宇野雪村生誕
100 年記念展　ふるさと讃語』を開催します。
　宇野雪村の過去展示されていない作品、特に昭和 59 年 (1984）に勲三等瑞宝章受章
記念として開催された「宇野雪村ふるさと讃語展」に展示された作品を探しています。
　作品をお持ちの方からの情報提供をお待ちしています。

✿ 期間　１０月２日 ( 日 ) ～１１月３日 ( 木 )
✿ 場所　浜坂先人記念館　以命亭ホール
✿ 内容　宇野雪村の書や作品づくりの根底には、
　ふるさとで過ごした 15 年間が大きく影響して
　います。「宇野雪村ふるさと讃語展」に展示さ
　れた作品や郷土に残されている作品、過去の記念展等で展示されてい
　ない作品を中心に２５点程度を展示します。
　　　　　　　　　　　―問い合わせ―
　　　　　浜坂先人記念館・以命亭　　℡８２ ‐ ４４９０

 

人
権
擁
護
委
員
に
　
　
　

　  

問
端
達
也
さ
ん
が
就
任

　

こ
れ
ま
で
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
尽
力
い
た
だ
い
た
池
田
重

廣
さ
ん
（
田
井
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
し
く
問
端
達
也
さ
ん
（
浜
坂
）
が
７

月
１
日
付
け
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
細
川
泰
俊
さ
ん
（
居
組
）
も
同
日

付
け
で
再
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
３
年
）

　
　
人 

権 

相 

談　

　

町
内
の
６
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、

住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
差
別
や
嫌
が
ら
せ
、
い
じ

め
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
相
談
日
◆　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分 人権擁護委員の問端達也さん
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免除を受けた保険料を追納する場合の額

（平成 23 年度）

年度（月分）
全額免除
若年者納付猶予
学生納付特例

3/4 免除 半額免除 1/4 免除

平成 13 年度 15,350 円 ― ― ―
平成 14 年度 14,760 円 ― 7,380 円 ―
平成 15 年度 14,540 円 ― 7,270 円 ―
平成 16 年度 14,340 円 ― 7,170 円 ―
平成 17 年度 14,380 円 ― 7,190 円 ―
平成 18 年度 14,440 円 10,830 円 7,220 円 3,610 円
平成 19 年度 14,470 円 10,840 円 7,230 円 3,610 円
平成 20 年度 14,580 円 10,940 円 7,290 円 3,640 円
平成 21 年度
　　( 加算なし ) 14,660 円 10,990 円 7,330 円 3,660 円

平成 22 年度
　　( 加算なし ) 15,100 円 11,320 円 7,550 円 3,770 円

H23（2011）.7.14

広報しんおんせん（７月号）

　７月の上山高原では、春の花と夏の花が入り混
じって咲いています。ススキ草原の再生にとり組ん
でおられる地域の人々の地道な努力のたまもので
しょうか、多様な草原性の植物が復活しています。
　緑のススキ草原のあちこちで緋色の花のかたまり
を作っているのはレンゲツツジ（蓮華躑躅）です。
花が蓮華のように輪になって付くことから名付けら
れましたが、有毒なので放牧した家畜が食べなかっ
たために、各地によく残っているとのことですが、
牛や馬は毒のある植物を本能的に避けるのでしょう
か。放牧が少なくなった現在では、明るい草原も少
なくなり、絶滅をたどる植物の一つに挙げられてい
ます。
　レンゲツツジは高さ 1 ～２ｍほどの低木で、葉
に光沢はなく、長さ５～ 10 ｃｍの長楕円形、毛に
覆われてふさふさしています。花は直径 5㎝、ロー
ト型をしており、甘い蜜を持ちますが、有毒なので
くれぐれも吸ったりしないように気をつけましょ
う。さく果は円筒形、秋に五裂してタネを飛ばしま
す。
　綺麗でとりわけよく目立つ花の中には、棘や毒を
持って自己防衛をしているものが多いですが、高貴
な緋色のレンゲツツジは町花や県花に指定されるな
ど、各地の人々に愛され続けています。　
　　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

　
　
　
　
　（
ツ
ツ
ジ
科
）

 野草散歩（7)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納 

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ
り
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以

内
（
平
成
23
年
４
月
分
は
平
成
33
年
４

月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場
合
、
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
当
時
の
保
険
料
額
に
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▼
追
納
の
手
続
き

　

役
場
健
康
課
ま
た
は

温
泉
総
合
支
所
住
民
福

祉
課
、
日
本
年
金
機
構

豊
岡
年
金
事
務
所
の
い

ず
れ
か
の
窓
口
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
―　

　

日
本
年
金
機
構

　
　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　

22
‐
０
９
４
５



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「７月のおすすめの本」
ご案内

女の老い・男の老い　性差医学の視点から探る
田中冨久子著／ＮＨＫ出版社

人間だけが持つ特別な期間「老年期」を
性差医学の第一人者が性ホルモンから解
き明かす。脳、心臓、骨、筋肉はどのよ
うに保たれ、どのように老いていくのか
その姿に迫る。健やかな老いと長寿のた
めの知的人体入門書。

アスペルガーですが、妻で母で社長です。
　アズ直子著／大和出版

アスペルガー症候群という発達障害を抱
えている著者が、試行錯誤の人生で自ら
編み出した 30 のルールを公開。遅刻を
しない3つの鉄則、失敗しないお話のルー
ル、感情を落ち着かせる方法等、すべて
がいい方向に回りだす「傾向と対策」を
明かします。

必然という名の偶然
　西澤保彦 著／実業之日本社

倉橋譲は、とにかく女運が悪い。婚約者
に逃げられ、挙式中に逃げられ、結婚し
ても逃げられ、あげくの果てに花嫁が別
の男と無理心中…。これは単なる偶然と
言えるのか？　櫃洗市で起こる奇妙、珍
妙な6つの事件を描いた連作ミステリー。

ホスピタルクラウン・Ｋちゃんが行く
あんずゆき 文／佼成出版社

クラウン・Ｋこと道化師一座「プレジャー
Ｂ」のリーダー大棟耕介さんは、病院を
訪ねて子どもたちに笑いを届けるホスピ
タルクラウンとして活躍しています。入
院している子どもたちと、クラウン・Ｋ
の病院での交流を追ったとても愉快で心
温まるお話。

ふくろうはかせのものまねそう
　東野りえ作・黒井健絵／ひさかたチャイルド
きつねのつねじは、自分の気持ちと反対
のことばかり言うので友だちができませ
ん。ふくろうはかせは、そんなつねじに
「ものまねそう」をあげました。“ ともだ
ちなんてほしくない！ ” と強がって言っ
た言葉をものまねそうは何度も繰り返し
ます…。子どもの心情を丁寧に描いた
ハートフルストーリー。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『しごとをとりかえたおやじさん』 他
　◆と 　き　7月23日（土）午後2時～

 『しろくまくんなにがきこえる？』 他
　◆と 　き　8月6日（土）午後2時～

子どもシネマの会　           　
『小さな潜水艦に恋をしたでかすぎる
クジラの話』
　◆と 　き　 ８月6日（土）午後3時～

休館日のお知らせ　　　　  

【夏休み宿題特設コーナー】
　7 月 20 日から、夏休みに役立つ
本として「自由研究の本」、「読書感
想文の本」「工作の本」のコーナー
を設置します。貸出、予約とも各コー
ナーごとに一人 2 冊までとします。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（７月号） 14

８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

は休館日

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
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広報しんおんせん（７月号）

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

田
君
川
の
バ
イ
カ
モ

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ⑭

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

バ
イ
カ
モ
（
梅
花
藻
）
は
水
温
の
低

い
、
清
流
に
育
つ
植
物
で
す
。
田
君
川

の
谷
橋
付
近
で
は
今
、
初
夏
を
彩
る

青
々
と
し
た
バ
イ
カ
モ
の
群
落
が
川
一

面
に
繁は
ん

茂も

し
、
清せ
い

楚そ

で
可か

憐れ
ん

な
白
い
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
バ
イ
カ

モ
は
標
高
約
10
ｍ
の
低
地
に
群
落
を
な

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

田
君
川
は
狭
い
谷
筋
に
浅
く
堆
積
し

た
砂さ

礫れ
き

地ち

を
流
れ
て
い
る
た
め
、
夏
季

に
は
水
量
が
減
少
し
保
存
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
バ
イ
カ
モ
保
存
会
で
は
工
夫

し
て
バ
イ
カ
モ
の
保
護
・
保
全
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
を
挙
げ
て
バ
イ
カ
モ
祭

り
を
開
催
す
る
な
ど
バ
イ
カ
モ
を
地
域

お
こ
し
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

美
し
い
水
中
花
の
見
学
に
訪
れ
る
観
光

客
が
増
え
て
い
ま
す
。
付
近
で
は
こ
の

清
流
を
利
用
し
た
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
さ
ん
（
50
歳
）
女
性

　
「
新
鮮
な
マ
グ
ロ
は
ど
う
で
す
か
。

１
０
０
ｇ
６
０
０
円
で
、
お
買
い
得
で

す
よ
。
味
見
を
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

男
性
が
自
宅
に
訪
ね
て
き
た
。

　

ち
ょ
う
ど
夕
飯
の
買
物
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
了
承
し
た
。

　

男
性
は
、
マ
グ
ロ
を
切
り
分
け
持
っ

て
来
た
が
、
色
が
悪
く
と
て
も
新
鮮
に

は
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
味
見
も
せ
ず

「
要
ら
な
い
」
と
断
っ
た
。

　

す
る
と
急
に
怒
り
出
し
「
切
り
分
け

た
の
だ
か
ら
、
買
っ
て
も
ら
う
」
と
強

く
言
わ
れ
た
。「
買
う
つ
も
り
は
な
い
」

と
再
度
断
っ
た
。

　

す
る
と
包
丁
を
ち
ら
つ
か
せ
「
切
り

分
け
た
も
の
は
他
で
は
売
れ
な
い
。
絶

対
に
買
っ
て
も
ら
う
」
と
脅
さ
れ
た
。

怖
く
な
り
購
入
す
る
こ
と
に
し
た
が
、

大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
を
買
わ
さ
れ
、
２
万

円
も
支
払
っ
た
。

　

返
品
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

訪
問
販
売
の
場
合
は
！

　

８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
生
鮮
食
品

 
マ
グ
ロ
の
訪
問
販
売

　
　

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

ま
す
。（
３
千
円
未
満
は
対
象
外
。
そ

の
ほ
か
に
も
除
外
さ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。）

　

し
か
し
、
今
回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
、
業
者
名
を
名
乗
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
連
絡
を
と
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は

　

必
要
で
な
い
場
合
は
、
試
食
等
は
せ

ず
に
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

傷
ん
だ
商
品
を
販
売
し
た
り
、
購
入

を
決
め
た
後
に
高
額
な
値
段
を
提
示
す

る
業
者
も
い
ま
す
。
承
諾
す
る
前
に
値

段
や
品
質
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
警

察
に
連
絡
し
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

バイカモの大群落（中）と可憐な花（右）

多くの人でにぎわう
バイカモ祭り
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート）

平成 23 年６月 20 日現在

広報しんおんせん（７月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

町道浜坂西線他３路線
消雪設備整備工事 浜坂

送水管及び散水管　延長 931.8 ｍ
　町道浜坂西線 延長 113.3 ｍ
　町道浜坂臨海線　延長 579.9 ｍ
　町道浜坂第 29 号線　延長 92.3 ｍ
　町道浜岡芦屋線　延長 146.3 ｍ

40,425,000  平成 23 年 6 月 8 日～
  平成 23 年 12 月 24 日 株本建設工業㈱

林道中辻肥前畑線道路
維持工事 丹土 舗装工　延長 184 ｍ、幅 4 ｍ 2,782,500  平成 23 年 6 月 11 日～

  平成 23 年 9 月 13 日 赤坂土建㈱

夢が丘中学校図書室エ
アコン設置工事 細田 図書室にエアコン設置　１式 3,307,500 平成 23 年 6 月 10 日～

  平成 23 年 7 月 25 日 ㈱田中工業所

（平成 23年５月 16日～平成 23年６月 15日契約分）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

㈱重機建設水田組 現場管理者 59以下 185 ～ 280
一般運転手 40以下 170 ～ 250

㈱隆栄水産
営業 不問 190 ～ 300
販売員 不問 160 ～ 230
調理師 不問 230 ～ 280

㈲アートライフタニタ 営業販売 不問 170
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40以下 124 ～ 134
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215

㈲ＯＮＥ 携帯電話
販売員 35以下 131 ～ 181

㈱たじみや 食品工場
作業員 59以下 129

㈱テクノ・サービス 製造スタッフ 不問 142
㈱マルワ渡辺水産 フロント 不問 138
㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 150 ～ 250
㈱大上建設 土 木 施 工

管理技師 59以下 250 ～ 300
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 125
㈱リフティングブレーン 惣菜の製造 不問 158

（温泉地域）
たじま農業協同組合 事務窓口業務 不問 129
㈱御やどゆもと 客室係 59以下 176

社会福祉法人　新温
泉町社会福祉協議会

ケアマネー
ジャー 不問 160 ～ 184
介護員 不問 128 ～ 156

ベジバス 飲食店運営 不問 120 ～ 260
㈱西沢製作所 溶接工 39 以下 132 ～ 143
㈱朝野家 客室係 59 以下 169 ～ 201

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 175 ～ 205
准看護師 不問 169 ～ 188
介護職員 不問 167 ～ 176

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
㈱とみや旅館 調理員見習 不問 150 ～ 200
社会福祉法人春来福祉会　
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 156 ～ 178

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（但馬内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
（町内全域）

たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050 ～ 2,180
（浜坂地域）

㈱重機建設水田組 一般作業員 40 以下 970 ～ 1,550
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000
ゴダイ㈱ 販売 不問 735 ～ 835
㈲ＯＮＥ 携帯電話

販売員 39 以下 750 ～ 850

㈱マル海渡辺水産
フロアスタッフ 不問 750 ～ 1,000
販売店員 不問 750 ～ 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000

㈱マルワ渡辺水産 調理補助 不問 800
フロアスタッフ 不問 800

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500
㈲富士建設 介護職員 不問 850 ～ 950
スナック華 フロアスタッフ 不問 1,000 ～ 1,300
㈱トヨダ 販売員 不問 740 ～ 880

（温泉地域）
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 735

㈱井筒屋

客室係 不問 1,325
コーヒーコーナー 不問 850
施設係 不問 850
朝食係 不問 850
昼食係 不問 950
案内係 不問 1,000

ベジバス 飲食店運営 不問 800
㈱西沢製作所 溶接工 不問 735
㈱マルワ渡辺水産 レジ係 不問 750 ～ 850

㈱朝野家
客室係補助 59 以下 800
客室係 不問 7,000 ～ 8,000

（日給）
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 1,200 ～ 1,400
准看護師 不問 1,200 ～ 1,400
介護補助員 不問 950 ～ 1,000
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広報しんおんせん（７月号）

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
は
、
４
月
25

日
に
第
４
回
総
会
を
開
催
し
、
平
成
23

年
度
の
目
標
と
そ
の
達
成
に
向
け
た
活

動
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
住
民
の

意
見
を
募
集
し
た
上
で
本
年
度
の
活
動

計
画
を
６
月
28
日
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

法
令
事
務 　
　
　
　
　

  

（
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置
）

　

︿
現
状
と
課
題
﹀

　

山
間
部
の
棚
田
は
、
低
い
生
産
性
と

有
害
鳥
獣
被
害
、
従
事
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
に
よ
り
、
遊
休
農
地
や
休

閑
地
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
耕
作

放
棄
地
を
解
消
し
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
も
国
・
県
事
業
の
有
効
活
用
、
集

落
営
農
の
組
織
充
実
、
強
化
と
所
有
者

等
へ
の
指
導
徹
底
が
必
要
で
す
。

　

︿
活
動
計
画
﹀

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
た
め
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
農
地
所
有

者
に
対
す
る
指
導
を
行
い
ま
す
。
担
い

手
へ
の
あ
っ
せ
ん
・
利
用
集
積
を
推
進

し
ま
す
。
農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

―
問
い
合
わ
せ
―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

一
元
管
理
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

促
進
事
務

1
認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
育
成
と
確
保

　

︿
現
状
と
課
題
﹀

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
地
域

の
農
業
を
担
う
者
が
減
少
し
て
お
り
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
て
地
区
の
状
況
に

あ
っ
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

︿
活
動
計
画
﹀

　

地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

や
集
落
座
談
会
に
参
画
し
、
認
定
農
業

者
制
度
、
特
定
農
業
法
人
、
特
定
農
業

団
体
等
の
周
知
や
普
及
を
行
い
ま
す
。

2
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積

　

︿
現
状
と
課
題
﹀

　

農
業
従
事
者
の

減
少
・
高
齢
化
等

に
よ
る
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
農
地

の
分
散
等
が
、
農

地
の
確
保
や
有
効
利
用
を
図
る
上
で
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

︿
活
動
計
画
﹀

　

円
滑
な
権
利
移
動
が
で
き
る
よ
う
農

業
委
員
会
情
報
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
し
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事

業
、
利
用
権
設
定
の
制
度
な
ど
の
周
知

を
行
い
ま
す
。

3
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

　

︿
現
状
と
課
題
﹀

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
山
間
部
は
荒

廃
し
、
原
野
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
、
無
断
転
用
の
発
見
も
遅

れ
が
ち
で
す
。山
間
部
の
監
視
と
果
樹
、

放
牧
な
ど
有
効
利
用
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
制
度
へ
の
正
し
い
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
制
度
の
周
知
・

徹
底
を
図
り
、
新
た
な
違
反
転
用
の
発

生
を
な
く
し
ま
す
。

　

︿
活
動
計
画
﹀

　

違
反
転
用
の
未
然
防
止
の
た
め
農
業

者
等
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
す
。
農

業
委
員
の
担
当
地
区
の
監
視
に
よ
る
早

期
確
認
・
相
談
よ
り
解
消
・
防
止
に
努

め
ま
す
。

※
現
状
や
目
標
数
値
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

h
ttp://w

w
w

.tow
n

.sh
in

on
sen

.
hyogo.jp

―
農
業
委
員
会
情
報
№
65

 

平
成
23
年
度
の
目
標
と
活
動
計
画
を
策
定

  15％節電をめざして
▪  室温 28 度を目安にしています。
▪  昼休み時間は消灯しています。

▪エアコンは高めの温度設定を（熱中症にはご注意ください）
　扇風機を併用すれば、冷えた空気が循環し、涼しく感じます。
▪こまめにスイッチを切り、不要な照明は消しましょう。
▪家電製品を使わないときは、主電源を切る、プラグを抜くな
　ど、待機電力を削減しましょう。

　今年の夏は、電力供給が極めて厳しい
状況になっています。一人ひとりの節電
が安定した電力供給につながります。

役場では

家庭・オフィスでは

節電 に協力してください
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6 月 5 日、浜坂多目的集会施設で「こころの健康づく
り講演会」が開催され、関西国際大学教授の渡邉直樹さ
んが「こころといのちを支える地域づくり」をテーマに
講演しました。約７0 人の参加者は、「安心して生活で
きていますか」などと話し合い、ひとりで抱え込まない
こと、話を聞いてもらうことで気持ちが軽くなることを
確認し合いました。

今年度は居組地区で、こころと命を支える地域、安心
して生活できる人との絆づくりに取り組んでいきます。

新型巡視艇「こまゆき」に体験乗船 

こころの健康づくり講演会

　7 月 1 日、香住海上保安署所属の巡視艇こまゆき（久
村裕船長）が浜坂漁港に来港し、浜坂北小学校 4 年生
の児童 44 人が体験乗船しました。
　こまゆきは、今年 2 月に配属された新型で、スクリュー
や舵がなくジェット水流で進むウォーター船で、速度も 35
ノット（時速約 65 キロ）以上になるなど性能が大幅にアッ
プしています。児童らは、操舵室で実際に舵を握ったり、
13 ミリ機銃や 5 カ国語で停船命令などが掲示できる電光装
置の説明を受け、海の安全を守る船を体感していました。

　第 14 回しおかぜ音楽祭が６月４日、浜坂多目的集会
施設で開催され、シャンソン歌手の岸本悟明さんのス
テージや叙情豊かな新曲に 300 人を超える聴衆はうっ
とりと聴き入っていました。
　混声合唱団しおかぜは、但馬の風景や生きる人たちを
題材にした歌詞に曲をつけたオリジナル曲を発表してお
り、今年は諸寄出身の歌人前田純孝の没後 100 年にあ
たることから、純孝の短歌に曲を付けた歌「落葉」「春
来三里」などが披露されました。

さわやかなハーモニー しおかぜ音楽祭

H23（2011）.7.14

広報しんおんせん（７月号）

小学生力士が全国大会へ
　第 6 回新温泉町浜坂相撲大会・第 23 回わんぱく相撲
美方場所が 5 月 29 日、浜坂相撲場で開催され、美方郡
内から 21 人の小学生力士が熱戦を繰り広げました。
まわし姿のちびっこ力士の気合の入った立ち会いや、土
俵際の攻防に、会場からは声援が送られました。
　4 年生以上の優勝者は 6 月 19 日に尼崎市であった県
大会に進み、その結果、浜坂東小学 5 年の谷口裕樹さ
んが７月 31 日に東京両国国技館で開催される全国大会
に出場することになりました。　
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　　　　　　　　　日本での研修を活かして

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（７月号）

清流に咲く　バイカモ祭り
　バイカモ保存を通じて地域づくりに取り組んでいる田
君川バイカモ保存会が 6 月 5 日、栃谷の田君川バイカ
モ公園でバイカモ祭りを開催し、町内外から多くの人が
訪れました。
　この日は、前月の大雨の影響で水量が多く、バイカモ
の花はわずかしか見られませんでしたが、バイカモ写真
のパネル展で可憐な花を紹介しました。アマゴ 200 匹
のつかみ取りでは、子どもたちがビニールプールに入り、
びしょ濡れになりながらアマゴを追いかけていました。

　6 月 27 日、浜坂町漁業協同組合で「新温泉町第 2 次
インドネシア漁業実習生修了書授与式」が行われ、5 人
の実習生が漁業研修を終えて帰国することになりまし
た。実習生は 3 年の研修で漁業実務だけでなく、日本語
を習得、日本の生活習慣にもなじんでおり、「学んだこ
とを宝として頑張りたい。」と感謝の言葉を述べました。

　京阪神在住の新温泉町出身者で組織する「大阪浜坂会」
（井上保会長）の総会が 6 月 12 日、大阪府摂津市内で
開催され、約 80 人の会員と町から岡本町長や岡坂峰雄
町議会議長、松岡秀明浜坂観光協会会長らが出席しまし
た。ふるさとを離れて久しい皆さんですが、新温泉町を

想 う 気 持 ち は 強
く、 町 の Ｐ Ｒ を
積 極 的 に 行 う な
ど ふ る さ と を 支

大阪浜坂会で故郷を想う 

　国の重要無形民俗文化財に指定されている「但馬久谷の菖蒲綱引
き」が端午の節句の６月５日、久谷地区で住民ら 200 人が参加し
て行われました。
　綱引きは、「石場つき唄」にあわせて綱を地面にたたきつけ、唄
の了を合図に引き合います。「納めの綱」と呼ばれる７回目は、大
人組が勝つことで豊作と無病息災、繁栄が約束されると言い伝えら
れており、熱戦の末、今年も大人組が勝利をおさめました。

但馬久谷の菖蒲綱引き

援していくことを確認しました。最後に、全員で手をつないで輪に
なり、「故郷」を歌って来年の再会を誓いました。
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但馬牛まつり感謝祭　 
　　　灯篭絵巻

　　
　但馬牛に感謝し、供
養するとともに夏の風
物詩として、湯村温泉
街にジャンボ絵灯籠を
設置します。
✿とき　７月 16 日（土）～ 24 日（日）
　午後７時～午後 10 時
※７月 16 日（土）は荒湯天狗まつりも同

時開催
✿ところ　湯村温泉街
✿内容　秋田県湯沢市絵灯籠館から譲り受
けた大小 12 基の燈籠を、荒湯近くの春来
川両岸に設置します。
✿問い合わせ　
　但馬 “ 牛まつり ” 実行委員会
　（温泉総合支所振興課内）℡ 92 ‐ 1131

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H23（2011）.7.14

ご
案
内

広報しんおんせん（７月号）

但
馬
中
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

私
の
主
張
２
０
１
１

　

夢
が
丘
中
学
校
の
生
徒
ら
６
名
の
代

表
が
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
ま

す
。
こ
の
時
代
を
生
き
る
中
学
生
の

ま
っ
す
ぐ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
！

▼
と
き　

８
月
６
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

た
じ
ま
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▼
発
表
予
定
校　

夢
が
丘
中
、
村
岡
中

学
校
な
ど
６
校

▼
主
催　
但
馬
青
少
年
本
部
、
但
馬
中
学
校
長
会

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
青
少
年
本
部

 　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
４
８

第
44
回
文
教
府
夏
期
大
学

▼
と
き　

　

８
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ　

　

豊
岡
市
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容　

①
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

田
原

総
一
朗
さ
ん　

演
題
「
激
動
す
る
世

界
か
ら
日
本
の
進
路
を
考
え
る
」

②
精
神
科
医
、
立
教
大
学
教
授　

香
山

リ
カ
さ
ん　

演
題
「
い
ま
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
大
人
が
で
き
る
こ
と

―
精
神
科
医
の
視
点
か
ら
―
」

▼
会
員
券　

１
，
５
０
０
円

▼
会
員
券
販
売　

浜
坂
・
温
泉
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
文
教
府

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

浜
坂
先
人
記
念
館　
　

　

田
中
久
代
遺
作
展　

～
絵
筆
に
込
め
る
想
い
～

　

浜
坂
出
身
の
故
田
中
久
代
さ
ん
の
絵

画
作
品
54
点
を
遺
族
か
ら
町
に
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
鳥
取
市
展
の
入
賞
作

品
な
ど
25
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き

　

７
月
16
日(

土)

～
27
日(

水)

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館　

　

℡
82
‐
４
４
９
０

「
子
ど
も
と
の
タ
ッ
チ　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」 

　

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
教
育
講
演
会

　

低
年
齢
化
す
る
凶
悪
犯
罪
、
子
ど
も

の
虐
待
な
ど
痛
ま
し
い
事
件
・
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
全
な

育
成
の
た
め
、
家
庭
や
地
域
の
役
割
や

あ
り
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
27
日(
水)
午
後
７
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ　
「
取
り
組
も
う
！
家
庭
・

　

地
域
・
家
庭
で
の
共
育
に
」

▼
講
師　
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長

　
　

栗
木　

剛
さ
ん

▼
主
催　

美
方
郡
西
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、

　

新
温
泉
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、

　

新
温
泉
町
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ　

　

社
会
教
育
課 　

℡
82
‐
５
６
２
９
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コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
‘

11

　

今
年
17
回
目
を
迎
え
る
国
内
屈
指
の

「
空
の
祭
典
」。
エ
ア
シ
ョ
ー
や
セ
ス
ナ

機
遊
覧
飛
行
、
た
じ
ま
グ
ル
メ
ま
つ
り

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

ま
す
。

▼
と
き　

７
月
30
日
（
土
）
31
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　

※
熱
気
球
係
留
体
験
フ
ラ
イ
ト
は
、

　

午
前
７
時
30
分
～
９
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港　

　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
岩
井
）

特
養
は
ま
さ
か
の
里　

　
　
〝
夏
祭
り
”

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
入
所
者
、
み
ん
な

が
参
加
で
き
る
夏
祭
り
で
す
。
屋
台
や

舞
台
イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

８
月
７
日
（
日
）

　
　

午
後
０
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

は
ま
さ
か
の
里
（
新
温
泉
町
戸
田
）

　
　

℡
82
‐
５
５
３
３

　　     暑い夏を吹っ飛ばせ！　　　
浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センタープール　
　　          ７月 21 日（木）オープン

▶開館期間・時間　
　７月 21 日（木）
     ～８月 26 日（金）
　午前９時～午後５時
　　※月曜日休館
▶入館料　
　▫一般（町内在住）300 円　（町外）600 円
　▫町内の小・中学生　無料 
　▫町外の小・中学生　300 円

　水泳教室参加者募集
　個々で異なる泳力のレベルごとに目標を設定
し、その目標に到達できるよう実践指導します。
▶とき　７月 28 日（木）～８月 25 日（木）
　　　　　　　毎週木曜日（５回）
　▫１・２年生　午前９時 30 分～ 10 時 30 分
　▫３年生　　 午前 10 時 40 分～ 11 時 40 分
▶ところ　浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
▶対象　町内の小学１～３年生
▶定員　各学年 20 名程度
▶申込期限　７月 21 日（木）
　　　　　　　  ―問い合わせ―
　　　　　 社会教育課  社会体育係　
　　　　　　　℡ 82 ‐ ５６２９

▼
内
容　

○
エ
ア
シ
ョ
ー
（
エ

ア
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
、

各
種
航
空
機
に
よ

る
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
）

○
体
験
イ
ベ
ン
ト（
熱

気
球
係
留
体
験
フ
ラ
イ
ト
、
セ
ス
ナ

機
遊
覧
飛
行
）

○
但
馬
グ
ル
メ
ま
つ
り

▼
入
場
料
・
駐
車
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
４
０
１

　

http://tajim
a.or.jp/taf

お
知
ら
せ

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
に
ご
協
力
を

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
が
牛
乳
パ
ッ

ク
を
回
収
し
ま
す
。

　

パ
ッ
ク
は
切
り
開
い
て
洗
い
、
よ
く

乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

７
月
29
日
（
金
）
ま
で

▼
回
収
場
所　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福

祉
課
、
温
泉
地
域
消
費
者
の
会
会
員
宅

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会

　

事
務
局（
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
）

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

公
立
浜
坂
病
院　
　
　

外
科
外
来
診
療
日
の
変
更

　

8
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
の
外
科
外
来

を
中
止
し
、
月
曜
日
と
木
曜
日
の
診
療

に
変
更
な
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
外
科
外
来
診
療
日

　

月
曜
日
（
午
前
10
時
～
）

　

木
曜
日
（
午
前
8
時
30
分
～
）

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　
　

℡
82
‐
１
６
１
１
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国
民
健
康
保
険　
　
　

高
齢
受
給
者
証
、
限
度
額
適
用

認
定
証
、
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証　
　
　

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
証

　

新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
各
世

帯
に
７
月
21
日
頃
郵
送
し
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。（
70
歳
以

上
の
方
に
は
申
請
書
を
高
齢
受
給
者
証

に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。）

　

新
し
い
証
は
８
月
１
日
か
ら
お
使
い

く
だ
さ
い
。（
期
限
の
切
れ
た
証
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　

7
月
下
旬　
　
　

新
し
い
被
保
険
者
証
と

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改
正

で
、
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
、
臓
器
提

供
の
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
意
思
表
示
は
任
意
で
あ
り
、
記
入

を
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
に
つ
い
て

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入

院
の
際
に
医
療
機
関
で
支
払
う
一
部
負

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

証の名称 内容 取得方法

高齢受給者証 70 歳以上 75 歳未満
の方に交付 郵送します。

限度額適用
認定証

70 歳未満の方の入
院等の１ヵ月の医療
費の限度額を示した
証 申請が必要です。

7 月 26 日（月）
から受付開始限度額適用・

標準負担額
減額認定証

住民税非課税の方に
交付する入院時の食
事代や１ヵ月の医療
費の限度額を示した
証

破
棄
す
る
か
お
返
し
く
だ
さ
い
。）

＊
役
場
・
総
合
支
所
に
来
ら
れ
な
い
時

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
国
保
係

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

サマージャンボは県内の宝くじ売り場で 
１等・前後賞あわせて３億円

◆販売期間　７月２９日（金）まで
◆抽 選 日　８月９日（火）

　この宝くじの収益金は、販売実績に応じて都道府県
に交付されます。本町でも交付金により、ＡＥＤ・発
電機などの防災資機材や図書館図書の整備を行って
います。ぜひ県内の宝くじ売り場でお求めください。

  ㈶兵庫県市町村振興協会　℡（078）332 ‐ 1151

担
金
が
軽
減
さ
れ
、
入
院
時
の
食
事
代

も
減
額
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
減
額
認
定

証
を
お
持
ち
で
、
８
月
以
降
も
引
き
続

き
対
象
と
な
る
方
に
は
新
し
い
減
額
認

定
証
を
送
付
し
ま
す
。
減
額
認
定
証
の

申
請
を
し
て
い
な
い
場
合
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

福
祉
医
療
係　

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
国
保
係

　
　

℡ 

92
‐
１
１
３
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

　
　
　
　

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
、
労
働
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
を
払

い
、
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の
退

職
金
制
度
で
す
。

◇
加
入
で
き
る
事
業
主　

　

建
設
業
を
営
む
方

◇
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◇
掛
金　

日
額
３
１
０
円

◇
特
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
（
掛
金
の
一

部
を
国
が
助
成
）

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
で
す
が
、
税
法

上
全
額
非
課
税

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
兵
庫
支
部

　

℡
（
０
７
８
）
９
９
７
‐
２
３
３
３
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種　

接
種
時
期
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
の
間

に
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方
が
定
期
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◇
対
象

　

平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
接
種
当
日
、
町

内
に
住
所
の
あ
る
方

◇
接
種
期
間

　

20
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間

※
７
歳
半
～
９
歳
未
満
と
13
歳
以
上
20

歳
未
満
も
接
種
で
き
ま
す
。

◇
接
種
回
数

▽
１
期
を
１
度
も
接
種
し
て
い
な
い
方

　

１
期
初
回
接
種
は
６
～
28
日
の
間
隔

を
お
き
２
回
、
１
期
追
加
接
種
は
そ

の
後
概
ね
１
年
の
間
隔
を
お
い
て
１

回
接
種

▽
１
期
初
回
接
種
・
１
期
追
加
接
種
が

不
十
分
な
場
合
は
、
６
日
以
上
の
間

隔
を
お
い
て
、
残
り
の
回
数
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽
２
期
は
、
1
期
接
種
を
終
え
た
９
歳

以
上
の
方
で
、
追
加
接
種
か
ら
６
日

以
上
の
間
隔
で
接
種
で
き
ま
す
が
、

概
ね
５
年
間
の
間
隔
を
あ
け
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
接
種
回
数
は
、
母
子
健
康
手
帳
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い

＊
２
期
は
、
母
子
手
帳
に
記
載
し
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種

済
証
で
確
認
す
る
か
、
健
康
課
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
５
回
以
上
接
種
さ
れ
た
場
合
は
、
自

費
に
な
り
ま
す
。

◇
医
療
機
関

▪
沢
田
医
院　

℡
92
‐
２
６
５
３

▪
浜
辺
医
院　

℡
82
‐
１
２
２
４

▪
古
澤
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
92
‐
２
６
０
０

▪
あ
お
ぞ
ら
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク 

　
　

℡
82
‐
０
３
４
９

▪
照
来
診
療
所 

℡
92
‐
１
０
８
０

▪
公
立
浜
坂
病
院　

℡
82
‐
１
６
１
１

▪
八
田
診
療
所 
℡
93
‐
０
０
０
１

◇
接
種
の
方
法

①
健
康
課
健
康
推
進
係
に
申
し
込
み
、

予
診
票
を
受
け
取
る
。

②
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を
す
る
。

③
予
約
日
に
、
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を

持
参
し
接
種
を
受
け
る
。

◇
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

（
健
康
課
健
康
推
進
係
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
」 

年
額
５
千
円
で
最
高

600
万
円
を
給
付

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
「
助

け
合
い
の
大
切
さ
」
を
自
然
災
害
へ
の

備
え
に
生
か
し
た
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共

済
」
に
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
す
べ
て
の
自
然
災
害
を
対
象

　

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
・

台
風
・
洪
水
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
よ
く

発
生
し
て
い
る
竜
巻
や
急
激
な
土
石
流

等
、
す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

▼
家
の
古
さ
、
広
さ
も
関
係
な
し

　

専
有
面
積
の
広
狭
や
築
年
数
に
関
係

な
く
、
１
住
宅
あ
た
り
の
負
担
は
、
年

額
５
千
円
と
安
く
、
ま
た
支
給
さ
れ
る

給
付
金
も
同
額
で
す
。

▼
地
震
保
険
等
（
Ｊ
Ａ
共
済
等
）
に
加

え
て
加
入
で
き
ま
す

　

自
己
の
備
え
と
し
て
加
入
さ
れ
て
お

ら
れ
る
Ｊ
Ａ
共
済
等
に
加
え
て
加
入
で

き
ま
す
。「
小
さ
な
負
担
で
大
き
な
補

償
」
で
す
。

▼
家
財
共
済
給
付
金
を
新
設

　

家
財
も
生
活
基
盤
と
し
て
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
被
災
者
の
早
期
の
復
興
・

再
生
の
た
め
家
財
を
対
象
と
し
た
給
付

金
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

共
済
負
担
金
１
５
０
０
円
（
年
額
）

で
、
15
万
円
～
50
万
円
の
共
済
給
付
金

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

▼
加
入
申
込
み
方
法

　

兵
庫
県
内
の
郵
便
局
窓
口
、
郵
送
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
み
）
で
申
込
み
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基
金

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
４
０
０

負担金 給　付　額

 年額
 5,000 円

初年度
月 500 円

上限 5,000 円

住宅が半壊以上の被害を受けた場合
給付金 給付対象 給付金額
再建等
給付金 再建・購入 600 万円

補　修
給付金

全壊で補修 200 万円
大規模半壊で補修 100 万円
半壊で補修 50 万円

居住確保
給 付 金

再建・購入・補修
をしない場合 10 万円

１ 県外で再建・購入した場合は、1/2 の額となります。
２ 賃貸住宅等については、別途制約があります。
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第
７
回
新
温
泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

新
温
泉
町
の

素
晴
ら
し
さ
を

多
く
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、

町
内
の
風
景
や

行
事
な
ど
を
題

材
と
し
た
写
真

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
（
平
成
22
年
９
月
以
降
に
撮

影
し
た
も
の
）

①
風
景
や
行
事
な
ど
、
町
内
で
撮
影
し

た
こ
と
が
特
定
で
き
る
作
品
で
あ
れ

ば
、
テ
ー
マ
は
自
由

②
味
原
川
地
区
の
風
景
や
行
事
な
ど

▼
点
数　

　

１
人
２
点
以
内
（
未
発
表
の
作
品
）

▼
規
格　

四
ッ
切
り
、
ワ
イ
ド
四
ッ
切

り
の
写
真
（
モ
ノ
ク
ロ
・
カ
ラ
ー
・

デ
ジ
タ
ル
）

▼
応
募
期
限　

10
月
31
日
（
月
）
必
着

▼
賞

　

金
賞
（
賞
状
・
賞
金
２
万
円
）

　

銀
賞
（
賞
状
・
賞
金
１
万
円
）

バスの車内事故防止のお願い

　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする
場合があります。バスは安全運転に徹していますが、

やむを得ず急ブレーキをかける場合があります。

　お降りの際は、バスが停留所について扉が開いてか

ら席をお立ちください。

　　　神戸運輸管理部兵庫陸運部　兵庫県バス協会

募　

集

「
第
９
回
新
温
泉
町
小
中
学

生
書
作
品
展
」
作
品
募
集

▼
作
品
数　

１
人
１
点

　

学
校
と
書
道
教
室
か
ら
応
募
す
る
場

合
は
合
計
２
点
ま
で(

未
発
表
の
作

品)

▼
作
品
題
材　
　
（
半
紙
／
半
切
）

【
小
学
１
年
生
】
つ
り
／
ど
ん
ぐ
り

【
小
学
２
年
生
】
う
き
／
ま
つ
か
ぜ

【
小
学
３
年
生
】
大
空
／
先
人
文
化

【
小
学
４
年
生
】
星
空
／
花
火
大
会

【
小
学
５
年
生
】
竹
馬
／
白
砂
海
岸

【
小
学
６
年
生
】
雪
原
／
松
原
涼
風

【
中
学
１
年
生
】
大
地
／
清
新
の
気

【
中
学
２
年
生
】
読
書
／
世
界
紀
行

【
中
学
３
年
生
】
情
趣
／
歴
史
に
学
ぶ

▼
応
募
資
格　

町
内
の
小
・
中
学
生

▼
応
募
料　

無
料

▼
応
募
期
限　

９
月
８
日
（
木
）
必
着

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館　

　
　
　
　
　
　
　

℡ 
82
‐
４
４
９
０

　

銅
賞
（
賞
状
・
賞
金
５
千
円
）

　

特
別
賞
（
賞
状
・
記
念
品
）
各
１
点

※
学
生
の
部
は
、
別
途
表
彰

▼
審
査
員　

池
本
喜
巳
さ
ん（
写
真
家
）

▼
発
表　

11
月
７
日
（
月
） 

▼
表
彰　

11
月
13
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

第
36
回
但
馬
文
学
の
つ
ど
い

文
学
の
つ
ど
い
交
流
会

　

短
歌
・
俳
句
・
冠
句
・
川
柳
の
合
同

作
品
発
表
と
研
さ
ん
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
文
教
府

　
　
（
豊
岡
市
妙
楽
寺
）

文
学
の
つ
ど
い
作
品
募
集

―
問
い
合
わ
せ
―

　

県
立
但
馬
文
教
府
内
「
但
馬
文
学
の

つ
ど
い
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

一    般 児童・生徒

部   門

短歌・俳句・冠句・川柳
（未発表のもの）

各部門
1 人１首（句）

いずれか
1 首（句）

課    題

冠題
「迷いなく」

冠句
「青い空」

川柳
「動く」

参加料 １部門
1,000 円 無料

応募期限 9 月 9 日（金）

昨年の金賞作品
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広報しんおんせん（７月号）

但馬〝牛まつり〟　　　　　　
造形物コンテスト・パレード　
　　　　　　　　参加者募集

　牛まつりのメインイベントとして、但馬牛を
イメージした造形物のコンテストとパレードを
実施します。

◆とき　９月 25 日（日）午後１時～３時
　　　　（小雨決行）
◆ところ　県立但馬牧場公園
◆募集台数　先着８台
　※参加助成金として５万円を授与します。
◆応募期限　８月 22 日（月）
◆審査部門と副賞
①造形物部門（造形物の出来栄えを審査）
　最優秀賞（１点　30 万円）、優秀賞（２点　

10 万円）、佳作（数点　５万円）
②パフォーマンスの部（いかに会場の雰囲気を

盛り上げたかを審査）
　最優秀賞（１点　３万円相当の但馬ビーフ）
　優秀賞（２点　２万円相当の但馬ビーフ）
　佳作（２点　１万円相当の但馬ビーフ）

　　　　　　　―問い合わせ―　
　　　　但馬 “ 牛まつり ” 実行委員会
　　（温泉総合支所振興課内）℡ 92 ‐ 1131

「
地
域
の
宝
を
描
こ
う
」

　
　
　
　
　

  

作
品
募
集

―
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
事
業
協
賛
―

　

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
地
域

の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
す
ば
ら
し
い

伝
統
文
化
を
知
る
と
と
も
に
、
地
域
の

良
さ
を
み
つ
け
る
機
会
と
し
て
、
新
温

泉
町
「
地
域
の
宝
を
描
こ
う
」
の
作
品

募
集
を
し
ま
す
。

　

小
学
４
～
６
年
生
の
カ
ル
タ
作
品

は
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
が
実
施
す

る
『
新
ひ
ょ
う
ご
風
土
記
カ
ル
タ
』
事

業
に
応
募
し
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
在
住
の
小
学
生　

若
者
交
流
会
ｉ
ｎ
香
美

　
　

女
性
参
加
者
募
集

　

香
美
町
内
の
男
性
と
交
流
し
ま
す
。

▼
題
材　

町
内
の
文
化
財(

遺
跡
、
城

あ
と
、
行
事
、
神
社
、
寺
、
巨
木
、

め
ず
ら
し
い
植
物)

な
ど

※
但
馬
牛
、
イ
カ
、
カ
ニ
、
ち
く
わ
な

ど
は
入
り
ま
せ
ん
。

▼
作
品
数　

１
人
１
点

▼
規
格
等

・
1
～
3
年
生　

絵
画　

　

市
販
の
四
つ
切
画
用
紙
。ク
レ
パ
ス
・

絵
具
・
色
鉛
筆
・
貼
り
絵
等
な
ん
で

も
自
由

・
４
～
6
年
生　

カ
ル
タ　

　

規
定
の
Ａ
４
画
用
紙
。色
エ
ン
ピ
ツ
。

　

用
紙
の
左
半
分
に
絵
、
右
半
分
に
よ

み
ふ
だ(

文)

を
書
く
こ
と

▼
応
募
期
限　

９
月
９
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

県
立
考
古
博
物
館
事
業
の

入
選
作
品
は
、
新
風
土
記
カ
ル
タ
に

な
り
ま
す
。

▼
展
示　

　

期
間　

11
月
６
日（
日
）～
30
日（
水
）

　

場
所　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　
　
　
　

温
泉
総
合
支
所

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

教
育
委
員
会
分
室　

℡
92
‐
１
８
７
０

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
素
敵
な

パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

10
月
29
日（
土
）～
30
日（
日
）

▼
と
こ
ろ　

柤
大
池
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
村

　
　
　
　
　
（
香
美
町
村
岡
区
柤
岡
）

▼
対
象　

概
ね
25
歳
以
上
の
独
身
女
性

▼
参
加
費　

6
千
円

▼
募
集
人
員　

20
名

▼
申
込
締
切　

10
月
11
日
（
火
）

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

若
者
交
流
会
ｉ
ｎ
香
美
実
行
委
員
会

　
（
事
務
局　

香
美
町
役
場
企
画
課
）

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
１
９
６
２
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広報しんおんせん（７月号）

人権問題文芸作品
「のじぎく文芸賞」作品募集

　人権の大切さや思いやり、支えあうことの
素晴らしさなど、人権
文化の創造や人権課題
の解決に関する内容が
描かれた文芸作品を募
集しています。
♡応募資格　県内在住、在勤、在学の方
♡募集内容　　詩、手記、作文、小説、
　　　　　　　創作童話
　※インターネット上を含む未発表、未投稿
　　の自作作品に限る。文字数制限あり。
♡応募期限　９月２０日（火）
　　　　　　　―問い合わせ―
　　　（公財）兵庫県人権啓発協会
　　　℡０７８（２４２）－５３５５

木
村
才
子
草
木
染
め
教
室

　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

　

藍
の
生
葉
を
使
っ
た
草
木
染
め
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
31
日
（
日
）

　

①
午
前
の
部
（
午
前
10
時
～
）

　

②
午
後
の
部
（
午
後
１
時
30
分
～
）

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
内
容
・
募
集
人
員

第
６
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

▼
と
き　

　

７
月
24
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

県
立
浜
坂
高
等
学
校
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

▼
参
加
費
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
。）　

　

一
般　

１
ペ
ア　

１
，
０
０
０
円

　

中
高
生　

１
ペ
ア　

５
０
０
円

▼
申
込
締
切　

７
月
19
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局
（
浜
坂

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

℡
82
‐
４
５
１
２

上
山
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

高
原
キ
ャ
ン
プ　
　
　

（
星
と
漁
火
と
昆
虫
観
察
）

　

上
山
高
原
の
夏
の
夜
。
空
に
は
満
天

の
星
、
遠
く
の
海
に
は
漁
火
が
。
そ
ん

な
真
夏
の
夜
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
30
日
（
土
・
午
後
１
時

～
）
31
日
（
日
）　

少
雨
決
行

▼
集
合
場
所　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
の
こ
と
）

▼
募
集
人
員　

先
着
40
名

▼
参
加
費　

大
人
１
日
２
千
円
・
２
日

４
千
円
（
小
中
学
生
は
半
額
）

▼
持
ち
物　

雨
具
、
懐
中
電
灯
、
観
察

用
具
、
寝
具
、
着
替
え

草
木
染
体
験

　

自
然
の
素
材
で
ハ
イ
ド
メ
イ
ド
し
ま

し
ょ
う
！

▼
と
き　

７
月
31
日
（
日
）
午
前
９
時
～

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
対
象　

小
学
生
３
年
以
上

▼
募
集
人
員　

先
着
20
名

▼
参
加
費　

　

材
料
代（
５
０
０
円
～
１
６
０
０
円
）

▼
染
め
材　

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
、
ハ

ン
カ
チ
、
バ
ン
ダ
ナ
、
の
れ
ん
な
ど

―
問
い
合
わ
せ
―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

　

①
午
前
の
部　

子
ど
も(

親
子
を
含

む
）
30
名　

ハ
ン
カ
チ
の
染
色　

　

②
午
後
の
部　

大
人
20
名　

ス
カ
ー

フ
の
染
色　

▼
指
導
者　

木
村
才
子
さ
ん（
姫
路
市
）

▼
応
募
期
限　

７
月
23
日
（
土
）

▼
参
加
費　

木
綿
ハ
ン
カ
チ
３
０
０
円
、

　

シ
ル
ク
の
ス
カ
ー
フ
８
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
93
‐
０
８
８
８

　

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　

℡
99
‐
４
６
０
０

「
一
日
図
書
館
員
体
験
」

　
　
　
　

   

参
加
者
募
集

　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
と

し
て
「
一
日
図
書
館
員
体
験
」
を
実
施

し
ま
す
。
本
の
貸
し
出
し
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
図
書
整
理
な
ど
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

８
月
６
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
募
集
人
員　

４
人

　
　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記

用
具
、
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
す
る
本
１
冊

▼
応
募
期
限　

７
月
31
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　
　
　

　
　

℡ 

82
‐
５
２
５
１
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草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ掃除・浴室掃除・カビ

取り・簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円

でご利用いただけます。
[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、材料費等は別途
金額となります。] 　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

広報しんおんせん（７月号）

H23（2011）.7.14

試　

験

家のことの不便、悩みあきらめないで！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

募
集
（
平
成
24
年
度
採
用
）

▼
職
種
・
採
用
予
定
数　

消
防
吏
員（
消

防
士
）
１
名
程
度

▼
受
験
資
格　

18
歳
～
24
歳
の
者

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日　

９
月
18
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

香
美
町
立
香
住
文
化
会
館

▼
受
付
期
間　

　

７
月
25
日
（
月
）
～
８
月
５
日
（
金
）

▼
受
験
申
込
書
交
付
場
所　

　

美
方
広
域
消
防
本
部
、役
場
総
務
課
、

温
泉
総
合
支
所

▼
問
い
合
わ
せ　

美
方
広
域
消
防
本
部

管
理
課　

℡
92
‐
０
１
１
９

お
い
し
い
ご
は
ん
を　

　
   

食
べ
よ
う
県
民
運
動

お
む
す
び
コ
ン
テ
ス
ト

▼
募
集
テ
ー
マ　

　
「
愛
情
た
っ
ぷ
り
！
お
む
す
び
」

▼
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
、
通
学
す

る
小
・
中
学
生

▼
応
募
条
件　

大
切
な
人
へ
の
感
謝
や

愛
情
を
伝
え
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
作
品
の
写
真
を
貼
付
の

上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募

用
紙
は
、
役
場
農
林
水
産
課
に
あ
り

ま
す
。）

▼
応
募
締
切　

　

９
月
30
日
（
金
）

　
　

当
日
消
印
有
効

わ
く
わ
く
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

▼
募
集
テ
ー
マ　
「
兵
庫
の
う
ま
い
も

ん
！
お
昼
の
お
弁
当
」

▼
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
、
通
学
、

通
勤
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

▼

応
募
条
件　

県
産
の
農
畜
水
産

物
を
１
品
以
上
使
用
す
る
こ
と
、
ご

は
ん
を
主
体
と
す
る
こ
と
、
材
料
費

は
１
人
分
５
０
０
円
以
内
な
ど

刑
務
官
採
用
試
験

▼
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
～

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日　

　

第
１
次
試
験
９
月
18
日
（
日
）

▼
受
付
期
間　

　

７
月
19
日
（
火
）
～
８
月
２
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ　

神
戸
刑
務
所
庶
務
課

　

℡
（
０
７
８
）
９
３
６
‐
０
９
１
１

海
上
保
安
学
校
・
海
上
保

安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

▼
受
験
資
格　

①
学
校　

昭
和
63
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

　

②
大
学
校　

平
成
３
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日　

①
第
1
次
９
月
25
日（
日
）

②
第
1
次
10
月
29
・
30
日

▼
受
付
期
間　

　

①
７
月
19
日（
火
）～
８
月
２
日（
火
）

②
８
月
25
日（
木
）～
９
月
６
日（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

第
５
管
区
海
上
保
安
本

部　
（
神
戸
市
）

　

℡
（
０
７
８
）

　
　

３
９
１
‐
６
５
５
１

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
作
品
の
写
真
を
貼
付
の

上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募

用
紙
は
、
役
場
農
林
水
産
課
に
あ
り

ま
す
。）

▼
応
募
締
切　

　

９
月
30
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

―
応
募
・
問
い
合
わ
せ
―

　

兵
庫
県
米
穀
事
業
協
同
組
合　
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８
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編・集・後・記

トマトにキュウリ、ナスにピーマン、スイカ
にカボチャ。夏野菜のおいしい季節になりまし
た。（店頭には多くの野菜が季節を問わず並んで
いて、旬を忘れそうですね。）

高速道路サービスエリアのお手洗いの温風乾
燥機は使用停止。ＪＲ駅構内の自動販売機の照
明も落とされていました。様々な場所で節電が
実施されています。震災直後はコンビニの看板
も消灯していました。明るすぎる照明や至れり
尽くせりのサービスに慣らされていたことに気
づかされます。ハンカチを持ち歩けばすむこと、
太陽の明かりで十分なこと、そんなこともいっ
ぱいあります。ただし、熱中症で体を壊すほど
の無理はしないでください。そして、旬の地場
産物で滋養をとって夏を乗り切りましょう。仲

         ５月 16 日～６月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（７月号）

7 月号
vol.70

住　所 氏　　名 87 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H23（2011）.7.14

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
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）

 広
報

し
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お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　7月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,665 人 （ｰ 21）

　男 7,918 人 （－   9）

　女 8,747 人 （－ 12）

世帯数 5,818 世帯 （－   3）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします


